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衣服と 環境温 度にか かわる快適 性（ 第４ 報）　 温熱的快 適性を 得る ため の

着衣量を 支配す る個人要 因

大 阪教育 大　 ○奥 窪朝子　　　 山口大医・ 公衛　 酒井恒美

目的　 本報では ，前報 において 考案し た標準化 着衣量（ＳＤＣ）に関し ，その変動 にはど

のような 個人要因 か寄与し ている かを追求 した。　さらに ，薄着を実 践する ための 着衣態度

は ，ど のような要 因に支 配さ れてい る かを 検討し た。

方法　 対象者 および解 析に供し た有効 サンプ ル数は ，前報にお けると同 様であ る。標準

化 着 衣量（ＳＤＣ）につい ての解析（ 数量化 理論第 １類 ）には ，要因とし て着 衣態度 ，衣服

の快適 因子（既 報で明 らかにし た４因子 ）およ び生活態 度など ，成 人で は９ アイテ ム，学

童では11 ア イテ ムを取り 上げ た。 薄着を 心がけ てい る か否か の着 衣態度についての解析（数

量 化 理論 第２類 ）には,     5 カテゴ リーを 外的基 準とし ，要因とし てかぜ り患回数 ，薄着 の

効用と その励 行につい ての情報 ソ ースなど ，成人 ・学童 と も10 ア イテムを 取り上 げた。

結果　1 ）着 衣量 への寄与 の大 きい個 人要,因 は，成人： ①着 衣態 度, ②衣服の 温かさを 求

める 度合, ③ 活動性を求 める 度合, ④ スポーツ, ⑤ こたつに入る 習 慣, 学童： ①着衣態 度

②こ たつに入 る習慣, ③ ス ポーツ，④衣服 の温か さを 求める度 合, ⑤着衣 の自主性な どで

あ った。成 人 。･学 童と もに ，着衣態 度か最 も大 きヽい 寄与要因 であ ったこと は注 目 に値しよ

う。　　2）その着衣 態度を支 配する お もな要 因は ，成 人： ① かぜり患 回数, ②活動性を 求め

る 度合, ③年 齢 ，④ スポーツ, ⑤ 乾布まさつ の励 行 ，学童:    ①だ れに教え られた か，②活

動 性を 求め る度合 ，③か ぜり患回数,  ④ 衣服の温 かさを 求 める度合 ，⑤こ たつに入 る習慣

な どであ った。　 得ら れた成 績は ，薄着の 習慣を身 につけ るため の努力目 標とし て，教育

上 示唆に富 む もの と考え る。薄着 め効用 につい ては 別報に ゆずる。
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